
 

ｐ  

※南生協病院外来に、健診の空き状況を掲示しました。 

   別紙 健診ドックセンターニュース参照 

 

●日本人はピロリ菌感染による胃がんの発生が多く、 

感染している親からの感染で若い方にも、ピロリ菌 

による胃がんの発生があります。 

●検査方法：採血による検査        

●検診費用 

名古屋市公費ピロリ菌検査 

対象：20才～39才 

無料 

（一生に一回） 

自費 ピロリ菌検査 

対象：どなたでも 

組 合 員：1250円 ＊税込み 

未加入者：2300円 

 

お申し込み・お問い合わせは、総合病院 南生協病院 コープ健診ドックセンターまでお願いします  

052-625-0489（平日 10時～16時 30分、土 10時～11時 30分） 

～かなめ病院・診療所でも可能です～ 

 

ピロリ菌検査 

（血液検査） 

 

陽性の場合 

医療機関に受診して、 

胃カメラを医療保険で

実施します。 

＊自己負担あり 

胃カメラで異常が認められた場合 

除菌治療（内服）を医療保険で実施します。 

除菌治療後に、呼気検査でピロリ菌の除菌

を確認します。＊いずれも自己負担あり 

その後も定期的に健診をうけましょう。 

陰性の場合 

精密検査は 

必要なし 

40 才になったら１年に一回レントゲンによるバリウム検査、

50 才になったら２年に一回胃カメラ検査を受けて、胃がんを

早期に発見しましょう。（名古屋市胃がん検診の場合） 

＊社会保険の方は 35才以上で胃がん検診を受けましょう。 

●日本人はピロリ菌に感染

している人が多く、 

60 才以上では 50％以上

の感染率で、年代が高くな

るにつれ感染率は上がり

ます。20代 10％、30代

20％程度の感染率と言わ

れています。 

●ピロリ菌の感染は井戸水など

からで、感染した親から子ど

もの口へと家庭内感染が多

く、ピロリ菌に感染しやすい

時期は、胃の発達が未熟な乳

幼児期までと言われていま

す。そのため若いうちにピロ

リ菌感染の有無を検査し治療

しておくと、胃がんの予防に

なりますし、子どもへの家庭

内感染を防ぐことにもつなが

ります。 

●特に小さなお子さんをお

持ちの20代30代の方に

お受けいただき、次の世代

に感染させないことが大

切です。 

●若い方とご両親そろって

の検査をおすすめします。 

 


